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メッツァビレッジ営業再開に向けた新型コロナウイルス感染症対策

１ 市からの申し入れ

株式会社ムーミン物語は、新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴い、メ

ッツァを全面休業していましたが、この度、メッツァビレッジの一部営業再

開（５月２２日）に向け準備しているとの申し出があったため、本市では、

新型コロナウイルス感染症専門家会議の提言を基に国が作成した「新しい

生活様式」を踏まえ、手洗いや身体的距離確保といった基本的な感染対策の

実施、「３つの密」を徹底的に避けることなどを申し入れました。

また、スタッフ、来場者のこまめな手指の消毒、咳エチケットの徹底、共

用品の不使用（使用の場合は消毒の徹底）、ベンチ、手すり等の消毒を徹底

することのほか、来園者自身も感染症対策を行うようホームページや場内で

掲示すること、消毒用アルコールの補充漏れがないようにすることなどを申

し入れました。

２ 事業者における対策

（１） 三密の徹底的な回避

ア 屋内の毎時換気

一定の時間で、出入口を開放し、換気を実施

イ 屋内への一定数以上の入場制限

・ 一度に飲食する人数を極力制限する。

・ 対面での食事や会話を極力制限する。

ウ 密集が予想されるエリアの密集防止「社会的距離の確保」

密集防止のため、飲食スペースでの座席間隔、レジ、トイレなどの

待ち列の間隔を確保
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出入口の開放のほか、窓も開放して換気を実施
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（２） 感染防止の対策

ア 感染防止の周知「メッツァビレッジ安心宣言」の掲示（別紙参照）

メッツァビレッジ内での館内放送や看板設置のほか、ホームペー

ジやＳＮＳで情報を発信

イ 発熱などの症状のある方、体調不良の方の入場制限

ウ 発熱などの症状がある従業員、体調不良の従業員の出勤制限

エ 従業員の手洗いや手指の消毒の徹底とマスクの着用

・ マスクや手袋脱着後の石鹸と流水による手指の洗浄、消毒

・ ゴミ回収時のマスクと手袋着用の徹底

・ 鼻水、唾液のついたゴミはビニール袋に入れて密閉して廃棄

オ 手の触れる場所の定期的な消毒

・ 市販の界面活性剤含有の洗浄剤や漂白剤を適切に使った清掃

・ 通常清掃後、不特性多数が触れる箇所を始業前後に清拭消毒

・ ゴミ回収、清掃及び消毒作業には専門のスタッフを配置

カ メッツァビレッジ来場者の入場制限

メッツァビレッジでの密集を防止するため、込み合ってきた場合

は入場を制限

（３） 安全のための設備、運営の工夫など

ア 建物入口等に消毒液を設置

イ 会計に伴う接触箇所の消毒や配慮(マネートレイ、クレジット対応等)

ウ 会計や商品受渡しの対面する場所にビニールカーテンを設置

座席を間引いたほか、会計やトイレの待ち列での間隔を開けるよう足元に目印を設置

看板を設置し、マスク着用や体調不良の方の入場制限を周知
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エ 手洗い場のハンドドライヤーを使用中止

オ テイクアウトや屋外での飲食の推奨

カ 屋外飲食のための椅子やテーブルの間隔を開けた設置

（４） その他

ア 営業時間は１０時から１８時まで（通常時期の営業時間は１０時か

ら２０時まで）

イ 飯能駅・メッツァ間の直行バスは引き続き運休

メッツァに乗り入れるバスは飯能駅から武蔵高萩駅間を走行する路

線バスのみ（イーグルバス）

３ 現地調査

（１）実施日時 令和２年５月２１日（木）

１５時４０分から１６時４０分まで

（２）調査員 飯能市新型コロナウイルス感染症対策本部員（４人）

新井 洋一郎 企画部長

青田 精一 産業環境部長

細田 幸二 建設部長

平野 功 学校教育部長

（３）説明者 フィンテックアセットマネジメント株式会社 上田 氏

株式会社ムーミン物語 杠 氏・廣田 氏

出入口などに消毒液を設置し屋外には椅子とテーブルが間隔を開けて設置されている

レジなど対面する箇所はビニールカーテンを設置し、会計時のお釣りの受渡しはトレー上で行う
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